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26年度決算を認定
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羽毛恐竜展の入館数は
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27 年 9 月会議を 9 月 10 日から 17 日まで開いた。26 年度の一般会計決算審査を中心とした議案で報告
1 件、決算審査の認定 8 件、条例改正 3 件、補正予算 7 件、陳情 1 件、同意 1 件、諮問 1 件を審議した。
町政に対する一般質問に 2 人が登壇した。

一般会計  歳入7,337,119,452円  歳出6,977,944,041円
9 月会議

議案
号数 簡易議案名 概　　要 質疑・討論の

有無 採決結果

報告 3 財政健全化判断比率及び資金不足比
率の報告 健全化の比率について 無 全会一致で可決

認定１ 一般会計歳入歳出決算 ・歳入総額	 7,337,119,452 円
・歳出総額	 6,977,944,041 円 有 全会一致で可決

認定２ 国民健康保険事業
特別会計歳入歳出決算

・歳入総額	 2,566,215,131 円
・歳出総額	 2,498,788,150 円 有 全会一致で可決

認定３ 介護保険事業特別会計歳入歳出決算 ・歳入総額	 1,746,981,989 円
・歳出総額	 1,691,878,645 円 有 全会一致で可決

認定４ 後期高齢者医療事業
特別会計歳入歳出決算

・歳入総額	 202,142,802 円
・歳出総額	 195,257,002 円 無 全会一致で可決

認定５ 緑の村運営事業特別会計
歳入歳出決算

・歳入総額	 18,530,199 円
・歳出総額	 17,019,547 円 有 全会一致で可決

認定6 公共下水道事業特別会計
歳入歳出決算

・歳入総額	 461,045,476 円
・歳出総額	 456,580,240 円 有 全会一致で可決

認定7 情報通信基盤施設運営事業特別会計
歳入歳出決算

・歳入総額	 54,483,544 円
・歳出総額	 52,396,719 円 有 全会一致で可決

認定8 水道事業会歳入歳出決算計

・収益的収入及び支出
　　　（収入）	 343,486,281 円
　　　（支出）	 295,110,290 円
・収益的収入及び支出
　　　（収入）	 183,456,696 円
　　　（支出）	 290,218,574 円

有 全会一致で可決

16 個人情報保護条例の一部改正 ・条例の改正（マイナンバー関係） 有 反対議員
　池田浩二

17 手数料条例の一部改正 ・手数料の改正（マイナンバー関係） 無 全会一致で可決

18 教育長の職務に専念する義務の特例
に関する条例の制定 ・職務に専念する義務の免除を規定 無 全会一致で可決

19 一般会計補正予算 ・人事異動に伴う人件費の補正
・災害復旧費等の補正 有 全会一致で可決

20 国民健康保険事業特別会計補正予算 ・人事異動に伴う人件費の補正 無 全会一致で可決

21 介護保険事業特別会計補正予算 ・人事異動に伴う人件費の補正 有 全会一致で可決

22 後期高齢者医療事業特別会計補正予算 ・人事異動に伴う人件費の補正 無 全会一致で可決

23 公共下水道事業特別会計補正予算 ・人事異動に伴う人件費の補正 無 全会一致で可決

24 情報通信基盤施設運営事業特別会計補正予算 ・人事異動に伴う人件費の補正 有 全会一致で可決

25 水道事業会計補正予算 ・人事異動に伴う人件費の補正 無 全会一致で可決

請願1 町道「辺田見玉虫線の改修工事」の請願 ・辺田見玉虫線の拡幅 有 全会一致で可決

同意5 御船町教育委員の任命 ・園田政幸氏を教育委員に任命 有 全会一致で可決

諮問1 人権擁護委員の候補者の推薦 ・吉田典子氏を人権擁護委員へ推薦 無 全会一致で可決

９月会議で決まったこと（９月10日から17日）

26年度決算を認定



26 年度御船町一般会計歳入
歳出決算について

町民税収入について
中城議員　町民税の個人は、
予算額に対して収入済額が増
加。ただ不納欠損額もあるが
どのような基準で欠損処理を
しているか、またどんな回収
努力をしているか。
宮崎課長　不納欠損額は国税
徴収法に基づき処理。回収は
督促状、催促状、差し押さえ
等を実施し回収率の向上に努
めている。
中城議員　法人も大幅に増加
しているが要因は何か
宮崎課長　企業や大規模店舗
が進出したため。
中城議員　白岩工業団地に地
元の雇用はどれぐらいあるか
藤本課長　進出企業 4 社で新
規雇用が 47 名あり、うち 12
名が御船居住者である。
中城議員　緊急経済対策も含
めて、アベノミクス効果もあ
るのか。
宮崎課長　アベノミクス効果
はこれから出てくる。
中城議員　法人税で収入未済
額は何か。
宮崎課長　既に倒産状態の会
社がある。

自主財源の確保は
福永議員　経常収支比率、今
後及び現状をどのように思っ
ているか
藤本課長　箱物施設を整備し
たので維持管理のコストがか
かっている。これらの経常経
費が今後毎年発生するから当
然経常収支悪化の原因になる。
この施設をうまく活用し町の
活性化につなげるのが課題。
福永議員　重要なのは自主財

源の確保だが今後の財政運営
にいての認識は。
藤本課長　地方交付税は国の
ルールがどうなるかわからな
い。今後は歳入の枠は限られ
ており歳出をどうおさえるか
が課題。
　自主財源の確保は収納率の
維持向上、所得向上の施策及
び町の遊休財産の売却等を行
う必要がある。
　歳出の削減は行財政改革を
行い、不要な事業の削除が必
要。

夢チャレンジ事業の効果は
中城議員　夢チャレンジ推進
事業補助金の成果は。
藤本課長　ふねまるプロジェ
クトで観光交流センターの情
報発信機能の強化、観光プロ
グラムの開発及びガイド育成、
ふねまる君を活用したＰＲ体
制の強化、町の物産の販売Ｐ
Ｒ体制の整備等の事業を行っ
た。

選挙委託金の算定は
岩田議員　衆議院の選挙委託
金はどういう算定で来るか
吉本敏課長　公職選挙法関係
の法令に基づき人件費、材料
費、消耗品等の経費を積み上
げ委託金として町が受け入れ
ている。

土地売却益は
中城議員　財産収入の土地売
却益は帳簿価格かそれとも帳
簿価格と売却額の差額か。
吉本敏課長　実際の売却価額
で計上している。

ふるさと納税対策は
福永議員　ふるさと納税等の
対策はどうなっているか。

吉本敏課長　多額の寄附を集
めている市町村の研修を行う。

総務費
岩永議員　職員研修費、コン
サルティング委託料とは。
藤木町長　職員のスキルを上
げるために研修は必要。コン
サルティングには私も疑問を
持っている。今後見極めて行
く。
岩永議員　職員研修全般につ
いての評価は。
吉本敏課長　複雑かつ多様な
ニーズ等に備えて、日頃から
勉強会等をやっている職員等
もいる。しかし、業務しなが
らでなかなか参加することが
できない職員もいるというこ
とも、事実である。

中城議員　積立基金、元気臨
時交付金の減少の原因は。
藤本課長　元気臨時交付金は、
25 年度で財政調整基金の中
で積み立てして、26 年度で取
り崩して使った分がある。一
般単独事業が主だった。

中城議員　コミュニティバス
運行補助金とは何か。
藤本課長　水越と田代の２路
線のバスで地域住民の足と
なっている。昨年度は、述べ
1 万 7,833 名の乗車があった。
中城議員　交通弱者に対する
今後の施策は。
藤本課長　地方バス運行等特
別対策事業で熊本バスと産交
バスに補助金を出している。
路線バスは大切な公共交通機
関で、国の助成、補助。国・
県の新制度を活用しながら今
後もその確保に取り組んでい
く。
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岩田議員　天ケ瀬町有林間伐
事業について。
吉本敏課長　決算上は委託料
が販売収入を上回っているが、
手入れをしなければ、価値が
なくなる。年次計画に基づい
て行っている。

清水議員　ふるさと納税の記
念品の額が少なくないか。
吉本敏課長　寄付金額に応じ
て記念品等を差し上げている。
5 千円から３万円の寄附には
恐竜博物館のグッズ１点、
３万円から 10 万円未満は恐
竜博物館のグッズ２点と吉無
田高原茶、10 万円以上 50 万
円未満は恐竜博物館グッズの
２点と吉無田高原茶と野菜の
詰め合わせを贈っている。
田上議員　町づくりの将来像
とは。
吉本敏課長　一般に公開でき
る分はすべて公開をしている。
情報公開、情報の共有ができ
たと考える。
田上議員　将来像が共有でき
る資料とは。
吉本敏課長　緊急経済対策事
業も、恐竜博物館等を中心に
したものも含めて情報発信し
ている。
田上議員　町公式ホームペー
ジ運営事業では、どれ位の情
報が見れるのか。
吉本敏課長　公開できる情報、
町が積極的に公開すべき情報
等すべて。
田上議員　地域防災計画等は、
議会の議決ができていないの
で載せれないのか。防災関係
は早く載せるべき。
吉本敏課長　ハザードマップ
の改正も来年度予定しており、
必要な時期に載せたい。
　また、台風災害、大雨等の

とき、どの情報を提供するか
とか、避難準備情報をどうす
るか、避難勧告をどうするか
については、なかなか地域住
民の方々まで浸透していない
のは事実だ。嘱託員定例会等
を通じて、機会を見つけ周知
をしていく。

田上議員　自治基本条例の現
状はどうなっているか。
吉本敏課長　今年度はまだ開
催していない。今後３回ほど
開いた上で、町長も含め最終
的な判断をしたい。

田上議員　事務改善案表彰で
一番良かった提案は。
吉本敏課長　観光スポットと
周りを写真に撮って、データ
ベース化して有効な使い方を
するという提案。
田上議員　提案を活かして、
御船町に来る人を増やしてほ
しい。
吉本敏課長　費用対効果の面
もあり、できるだけ優秀賞の
提案は検討を進めて、やる方
向で考えていく。

田上議員　地域づくり支援事
業補助金について。

藤本課長　七滝観光推進委員
会、中辺田見地域づくり協議
会、田代西部校区魅力の村里
委員会、同じく田代東部校区
の和楽美（わらび）の里、愛
郷吉無田、いきいき木倉里づ
くりの会、ＮＰＯ法人のふる
さと共有、滝尾あゆみ会、浅
の藪青壮年部、御船校区地域
づくり委員会、高木地域づく
り推進会、水越地域活性化協
議会、以上の 12 件。
田上議員　この事業は今年も
予算が付いていたと思うが、
大体同じものか。
藤本課長　新しい要綱を整備
している。現在、役場の職員
を各校区に２名ずつ 20 名配
置して、地域の方々と一緒に
地域づくり計画を策定してい
る。
田上議員　もう既に終わった
ところもある。終わった事業
が要綱に合うからさかのぼっ
て出しますとなったら、その
お金はもう使わないでプール
することになるのでは。
藤本課長　イベントなり何な
り事業に取り組んでいるとこ
ろは、出し代えてもらってい
るという理解の仕方で今年は
運用する。

吉無田ふれあい夏祭り



田上議員　補助金なしの予算
で実行された所がある。そう
いうところに対して今から申
請してお金を出せるのか。
藤本課長　今年は特別にさか
のぼって支援をする。校区の
嘱託の理事長、それから各公
民館の分館長あたりには、全
員集合してもらって事業の説
明をした。

福永議員　嘱託区再編につい
ては、どのような方向性か。
吉本敏課長　今年、２年に１
回の嘱託員の交代等もあって
いる。まずは嘱託員の理事会、
全体会に一度提出する。その
中で方向性を決めていただく
のが一番いい。
福永議員　まちづくり大会等、
昨年度前町長のマニフェスト
の関連費用の合計は幾らか。
吉本敏課長　全体で 273 万
4,157 円。
福永議員　町長の出張に対す
る経費、出張日数は。
吉本敏課長　総務費全体で
59 万 6,814 円。出張回数が 11
回で 23 日。

福永議員　後納郵便料が増え
ているのは。
吉本敏課長　後納郵便料は増
加傾向にある。住民健診等、個
人宛ての健診結果の通知等も
総務費で払うようにした。自
治基本条例の通信運搬費、議
案の郵送等も重量があるので
経費が幾分か嵩んできている。
郵便料金の改定も原因である。
福永議員　削減できる方法を
検討されているか。
吉本敏課長　具体的な検討は
まだ行っていない。

福永議員　竹バイオマス裁判

関連の費用と職員の人件費は、
26 年までに幾らぐらいにな
るか。
藤本課長　26 年度までの合
計で弁護士の費用、実費分、郵
便切手、含めて 1,636 万 3,375
円になる。

田上議員　弁護士委託料控訴
分 430 数万円だが、これは控
訴審何回やったのか。
藤本課長　これは住民訴訟の
控訴審の当初の弁護士の着手
料ということになる。
田上議員　弁護士は何回対応
されたのか。
藤本課長　第１回の口頭弁論
が 27 年３月 23 日に開催され
た。それ以後、第２回を８月
31 日に延期していたが、これ
は取り下げによってなくなっ
た。裁判所で弁論が開かれた
のは１回だけ。しかし弁護士
の書類の作成、戦略の立案等
の経費である。
田上議員　１回だけの控訴審
のために 420 数万円の支払い
をしたということなのか。
藤本課長　そうだ。

民生費
「老人憩いの家」の運営は？
福永議員　老人憩いの家の修
理で 900 万円、指定管理費を
含めると 1,300 万円強になる
が、今後の運営方針に変更は
ないか。
道山福祉課長　昭和 43 年の
建設であり、老朽化部分の修
理をした。今後とも、５年ご
とのプロポーザルによる指定
管理で運営していく。

災害時要援護者避難システ
ム？
田上議員　災害時援護者避難
システムとは何か。
道山課長　平成 25 年６月に
災害対策基本法が改正され、
市町村に避難行動要支援者名
簿の作成が義務付けられた。
障がい者、要介護者等、避難
要支援者のシステムと連動さ
せ、地図でその方たちの住ま
いもわかるシステムを構築す
るものだ。
田上議員　これで何ができる
のか。
道山課長　要介護者等の方の
同意を得てシステムにその
方々を登録し、総務課の地域
防災係とＬＡＮでつなぎ、避
難者の名簿を共有する。後々
は、この情報を自主防災組織
とか民生委員、地区の福祉の
協力員、消防団、社協等に流
すもの。まだ、完璧なものに
はなっていない。
田上議員　完璧なものになる
のはいつ頃か。
道山課長　同意できない方も
20％ぐらい。この後、戸別訪
問して、名簿に登載するため
の聞き取り調査を行っていく
ので数年かかる。
田上議員　防災マニュアルに
反映していくのか。
吉本敏総務課長　そのように
考えている。

衛生費
がん検診推進事業の成果は
福永議員　がん検診推進事業
の内容と成果は何か。
松下健康づくり支援課長　子
宮がん及び乳がん検診で、一
定の年齢の人にクーポン券を
送付して受診を勧奨するもの。
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未受診者に受診を再勧奨する
ことで、がん検診の受診を促
進し、初期発見につなげるの
が目的。
　平成 26 年度の子宮がん検
診のクーポン利用率は 22％
と、県内トップの結果であり、
187 名と大幅に増加した。

フッ化物洗口の検証を
田上議員　中学校もフッ化物
洗口が始まり、今後は検証が
必要である。情報収集等は
やっているのか。
米満学校教育課長　幼保小中
連携して、年齢毎に現状を把
握して、５年、10 年先あたり
の統計を取っていく。

農林水産業費
企業誘致に工夫を
岩永議員　企業の進出状況と
農振の解除をどう考えるか。
藤本企画財政課長　御船町は
交通の要所である。これを生
かせる業種、特に物流の企業
が進出している。今も物流企
業からの問い合わせが多い。
岩永議員　企業誘致を本格的
に考える時代が来ている。耕
作放棄地を企業用地に充てた
り、農振の解除ができないか。
藤本課長　農振の除外の件は、
御船町全体の土地利用のあり
方から再度検討しないと難し
い。都市計画区域内では県が
マスタープランを策定中だ。
これとの整合性をとり、次の
段階として町の都市計画区域
内のマスタープランを作成す
ることになる。耕作放棄地は
視野に入ってなかった。企業
誘致を進めるに当たっては、
担当課と連携を密にして調査
をしたい。

水前寺菜について
福永議員　26 年度水前寺菜
の売上高はいくらか。
松永農業振興課長　497 万
1,040 円になる。
福永議員　500 万円とか 700
万円の売上を上げる作物に、
単独に 100 万円ほどの特産品
化費用を入れるというのは、
全く費用対効果としてあわな
い。早急に考え直すべきだ。

農業振興に力を入れよ
田中議員　青年就農給付金を
受けての青年就農者は、御船
町には何人いるのか。
松永農業振興課長　現在８名
が受けている。
田中議員　青年就農給付金の
要件はどうなっているか。
松永課長　新規就農者が、農
業を始めて安定するために年
間 150 万円の給付をする。
田中議員　何年間、150 万円
は給付されるか。また、青年
就農者とは何歳までか。
松永課長　最長５年で、原則
45 歳未満までが対象になる。
田中議員　御船町の農業振興
を図るために例えば 50 歳、60
歳前後で新規に就農したいと
いう人達に、町が手続き等の
支援をして欲しい。
松永課長　新規就農者の農地
の取得や機械の導入等の問題
は、県と相談しながら、制度
資金等、認定農業者になると
か、そういう方向性の指導も
一緒にしながら、規模拡大、経
営が順調にいくように指導は
していく。

商工費
誉れ選定
田上議員　「誉れ選定」で選定

された品目は何か。
野口商工観光課長　誉れ商品
として認定された商品はない。
誉れ制度の御船の特産品登録
を年度内に行う計画で進めて
いる。
田上議員　今候補となってい
るのはどれぐらいあるか。
野口課長　審査委員会で審議
されているが、まだ把握して
いない。この登録制度を早く
確立して、周知して、申請方
式でやっていく。
田上議員　認定されたらどう
いうメリットがあるのか。
野口課長　認定商品を町全体
で、町ぐるみで応援していく
体制が大切だ。

観光協会への補助金
田上議員　観光協会が独立し
た場合にも補助金を出すのか。
野口課長　補助金は平成 27
年度の補助金をベースとして
考えていきたい。
田上議員　独立とは自分たち
でやっていくことではないの
か。
藤木町長　独立に向け進めて
いる。独立とは、あくまでも
法人格を取るための独立とい
うことだ。法人格を取った後
も、町のために行う事業に対
しては、町として補助するこ
とはできると思う。
田上議員　事務局員費も含め
て補助するという意味か。
藤木町長　当面はそういうこ
とになる。しかし、観光協会
が法人格を取ったときに、利
益等が出てきたときには、協
会からいらないという形に
なってくると思う。

「野鳥の森」は今？
岩永議員　野鳥の森は御船町



の財産であり、有効活用すべ
き観光資源だ。現在は、どの
ように利用されているか。
野口課長　旧野鳥の森の施設
は利用の明確なものはない。
今管理が行き届いてない。中
に入ればとても素晴らしい景
色が見られるが、具体的な活
用策は検討してない。今後、こ
の施設の利活用について検討
を重ねていきたい。

土木費
風倒木の処理どうすれば？
中城議員　区役で町道を整備
する際に伐採した樹木、台風
による風倒木などをどう処分
するか、焼却もできない、産
廃業者に頼めばお金がかかる。
役場の基本的な考えを聞きた
い。
松岡建設課長　台風 15 号に
よる風倒木による被害が町道
にもあった。消防団をはじめ、
地域の方々の協力で道路の復
旧が図られた。その後の竹木
の処理は現場を見て回ったが、
町道周辺の私有地に積んであ
る状況だった。産業廃棄物と
して処理すれば、相当な費用
がかかる。一つの課題として
検討する。

消防費
指導手当はどうなっている
岩田議員　消防団員を１人で
も多くする考えはないか。
藤木町長　消防団一丸となっ
て取り組んでいる。
福永議員　自主防災組織の装
備では何を購入したのか。
吉本敏課長　上辺田見、下辺
田見、上荒瀬、下荒瀬、３丁
目、この５地区に２万円の救

急セット等が主な購入物品。
福永議員　補助金が渡ってい
ない自主防災組織があるがど
のように考えているか。
吉本敏課長　必要備品のヒア
リングを兼ねて要望等を調査
する。
福永議員　出動手当はどう
なっているか。
吉本敏課長　 １ 人 当 た り
1,000 円を分団を通じて各班
へ支払っている。

教育費
スクールカウンセラー、ＳＳ
Ｗは足りているのか
田上議員　特別教育支援員と
心の相談員の人数は足りてい
るのか。
米満課長　６人いる。生徒及
び教職員の悩みがほとんど対
応できている。年に約 300 件
あっており、用は足りている。
田上議員　スクールカウンセ
ラー、そしてＳＳＷの利用状
況と人数の過不足はどうか。
米満課長　スクールソーシャ
ルワーカー等は学校と教育事

務所間で連絡をとってやり取
りをやっている。時間等の把
握はできていない。
田上議員　スクールカウンセ
ラーの利用の仕方は。
米満課長　教育委員会を通ら
ずに、中学校のほうから直接
教育事務所に連絡して、派遣
されているので、詳細な内容
までは把握していない。件数
とか時間は報告が上がってく
るので、そこら辺については
把握している。
田上議員　時間の枠がなくて
受けれなかった人はいないか。
米満課長　ほぼ 100％受けて
いる。
田上議員　御船町の小中学校
に対して、どれだけの時間を
もらえているのか。足りてい
なければ、あとは町の予算で
雇う必要があるのではないか。
本田教育長　実態を詳細に把
握し考えたい。

恐竜博物館の活用は
田上議員　恐竜博物館への、
町外からの来館者を増やす方
策はあるのか。

スクールカウンセラー、SSWの活用は（御船中学校）
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本田教育長　社会科の見学、
熊本市あたりでも必ずやって
いる。その流れの中で学習プ
ログラムに恐竜博物館を組み
入れる努力と啓発をしていく。
田上議員　町長の描く御船恐
竜博物館を中心としたまちづ
くりのイメージは。
藤木町長　交通網の整備が
整った御船インター、高山イ
ンターチェンジ等を中心とし
て、各県が３時間圏内で御船
には来れる九州の拠点、教育
の拠点として動いていく。

要望陳情はどう対応するか
岩永議員　北向集会所のトイ
レに関して陳情か要望かあっ
ているか。
吉本正課長　出ている。
岩永議員　行政への陳情とか
要望があった場合には役場全
体はどう対応をしているか。
吉本正課長　報告を受けて現
地調査を行い、確認を行って
必要がある分は予算化し、随
時行っていくことを基本的な
スタンスとしてやっている。
 集会所関係での要望等は、緊
急性や人的な危険性とか考慮

した上で補正に上げる。基本、
要望を取りまとめて新年度予
算に上げることは地元区長を
通して伝えていく。
岩永議員　上野の分館の改築
の件についてはどうか。
吉本正課長　次年度あたり工
事にとりかかる予定がある。

特色のある学校づくりとは
福永議員　特色のある学校づ
くりの補助金事業の内容は何
か。
米満課長　御船小が体力向上
で学校づくり、木倉小は地域
と連携した学校づくり、小坂
小はユニバーサルデザインの
学校づくり。

恐竜グッズは消耗品か
福永議員　 ミ ュ ー ジ ア ム
ショップ仕入れ代金が消耗品
に入っているのはなぜ。
吉本正課長　一般の事務用品、
ショップ関係、恐竜博物館用
の消耗品等々と一緒に消耗品
という形で計上している。
福永議員　財務会計上、不都
合な会計方法ではないか。
吉本正課長　財務会計の中で

の処理の適正な仕方で確認を
して、是正をする分は是正を
したい。

指定管理になってどうか
田中議員　スポーツセンター
が指定管理になってどうか。
吉本正課長　健康教室関係等
で力を入れており、トランポ
リンとかプールも、独自にス
ポーツ教室等でも力を入れて
いるので、利用者は伸びてく
ると思っている。
田中議員　町民や、町の団体、
グループが使いやすいような
努力はやっているか。
吉本正課長　利用増、また健
康増進につながるような指定
管理者のあり方を考えていか
なければならないと思う。

町民グラウンドの利用は
田中議員　町民グラウンドの
使用において不都合なところ
は今の段階では見えない。と
いうのはグラウンドの使い方
にしては、車を使う方が車で
きたり、車をとめたりする部
分において、通常は何ら不都
合はないということではない
か。
吉本正課長　はい、駐車場等
も狭いとかいう話は聞いてい
ない。
田中議員　町民グラウンドで、
将来大きな大会や人がたくさ
ん集まった催しを行うかとい
う計画は。
吉本正課長　今のところはな
い。今後指定管理者のほうと
も協議して、町民グラウンド
の有効活用、あるいは利用者
増に向けて頑張っていく。

恐竜博物館ミュージアムショップ



緑の村の集客活動はやっているのか
26 年度御船町緑の村運営事
業特別会計歳入歳出決算

集客活動はやっているのか
中城議員　自然環境豊かな地
域でもあり、地方創生に絡め
た地域一帯の観光資源の維持
発展など、町長はどう考えて
いるか。
藤木町長　緑の村は御船町の
大切な宝として、今後も運営
していく。
中城議員　自然環境を生かし
た地域づくりが必要だと思う
がどうか。
野口課長　吉無田高原緑の村
を核として、この吉無田一帯の
自然を活用したもので、町外か
らのお客さんを呼び込む体制
が必要。九州中央自動車道開
通前までに策を打っていく。

中城議員　指定管理者や民間
への売却は考えているか。
野口課長　指定管理者制度に
ついては、緑の村の条例の中
にまだ規定がないので今後、
町の方針を決めて対応してい
く。
田上議員　ゆうすげの丘は町
の管理か。
野口課長　町の管理になって
いる。数年前に有志の方がつ
くり、今は施設の職員で周り
を管理している。
田上議員　26 年度の使用実
績と今後の活用はどうするか。
野口課長　ゆうすげの丘に
限った利用はない。今後は有
志の方々の意見も取り入れて
検討する。
田上議員　町長の思いはどう
か。

藤木町長　私も相当額投資し
ているので、ぜひとも利用し
て欲しい。
岩永議員　集客に対してどん
な活動をやっているか。
野口課長　マウンテンバイク
のスキルパークの整備、吉無
田の緑の村の敷地の中を歩く
散策コースを整備した。
岩永議員　ぜひ吉無田を御船
の活性化につなげてほしいと
思うが、町長の意見を聞きた
い。
藤木町長　吉無田はみんなの
財産だ。しかしながら公だけ
では開発やおもてなしはでき
ない。地域の方々を巻き込み
ながら官民一体となった施策
を打っていく。

下水道工事の個人負担額はいつわかるのか

26 年度御船町公共下水道事
業特別会計歳入歳出決算

北木倉の個人負担額はいつわ
かるのか
田上議員　次の予定地である
浄光寺、小路、北木倉で説明
会があった。浄光寺、小路地
区は、ほぼ確定した数値が示
されたが北木倉地区に、まだ
示されていない。いつ負担金
額を示すのか。
古閑課長　測量設計を行って

いないのでできない。説明会
で配管のコースや布設に係る
意見が出されている。それを
検討して進めていく。この計
画 自 体 が 32 年 ま で の 計 画
だったので、早急な段階で進
めたい。
塚本議員　工事は北木倉、小
路のどちらから行うのか。
古閑課長　小路、浄光寺を先
に行い、北木倉を行う。流す
先の方向はどちらが良いのか
検討している。

塚本議員　四宮橋の架け替え
が予定されているが、橋の方
に流すのか国道へ流すのか。
古閑課長　そのあたりは測量
しないとわからない部分があ
る。
塚本議員　３区を一緒にやる
のか。
古閑課長　西木倉へポンプ
アップして上げる予定だが、
落合に流していく意見等も
あった。これらなどから検討
する。
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決算書では200万円の黒字
26 年度御船町情報通信基盤
施設運営事業特別会計歳入歳
出決算について

中城議員　現在、ＢＢＩＱの
加入件数は個人、企業で何件
か。
吉本課長　加入件数は 1,678
件、内訳は企業 61 件、個人
1,617 件。
　全体の管理者数でいうと
25 年度より 26 年度が増えて
いる。
中城議員　いつ開通したか、
また初期投資は幾らか。
吉本課長　運用開始が 23 年
４月で、初期投資は約 7.3 億
円。
中城議員　交付金はどれぐら
いの割合でもらったか。
吉本課長　ほとんどが交付金
で賄った。
中城議員　１件当たりの町の
収入は幾らか。
吉本課長　加入者負担金は１
件当たり単価４万 1,140 円。
中城議員　決算書では 200 万
程度の黒字だが、赤字だとい
う話は違うのか。
吉本課長　決して赤字という
ことではない。
中城議員　10 年後ぐらいは
設備更改で金がかかるが、今
日の情報化社会で光ケーブル
のインフラ整備がなければ、
企業誘致もできない。白岩工
業団地、あるいは 443 号線の
各店舗の進出も情報インフラ
の整備があったから、またそ
こからの税収もある。
　従ってこれからいかに加入
者を増やすかが課題、加入者

増に向けた取り組みは。
吉本課長　キャンペーンで特
典付きの募集期間を設けたり、
パソコン教室等で実際に体験
してもらう等の取り組みを
やっている。今後も新たなア
イデア等があれば積極的に活
用して加入者増へ向けた取り
組みを行う。
中城議員　ＢＢＩＱの申し込
みから開通までどれぐらい期
間がかかっているか。
吉本課長　申し込みから接続
まで２カ月強ぐらいの期間だ
と思う。
中城議員　昨日聞いた話だが
町の有力な団体が光の申し込
みをしたら 4 ～ 5 カ月かかる
とのこと、なぜそんなに時間
がかかるか。
吉本課長　キャンペーン期間
中にお申し込みいただいた方
は、まとめて工事をやるので
２カ月以上、個別申込みは、事
前調査等で４カ月ぐらいかか
る場合が出ている。期間短縮
する工夫はしていきたい。
中城議員　公の団体で早速仕
事を始めるのに困っている。
どこに問題があるか検証して
いるか。
吉本課長　時間がかかるとい
うことは聞いていたが、担当
課、係を交えた検証はやって
いない。早速協議をして詰め
ていきたい。
中城議員　ユーザーのニーズ
に応えるため、どこに問題が
あるか業務の流れを検証して
ほしい。
　また、早期に対応するため
業務の一部を民間に切り出す

方法もあると思うがどうか。
吉本課長　申し込みから接続
に係るスピードアップについ
ては、今後できる手段を打っ
ていきたい。それに変わるよ
うな方法があれば、情報収集
し検討していく。
中城議員　全員営業で、加入
者増に向けた取り組みを行う
ため、どうしたら時間短縮で
きるかの検証をお願いする。
田上議員　パソコン教室で加
入促進をやっているというこ
とだが、パソコン教室で加入
者の調査は今までやっている
か。
吉本課長　調査はやっていな
いと思う。
田上議員　先月の議会で、今
と同じ質問をしたが、そのと
きには確認してみないとわか
らないということであったが、
確認したのか。
吉本課長　まだ確認していな
い。
田上議員　自分の言ったこと
はちゃんとやってほしい。
吉本課長　早速確認したい。
田上議員　決算書の中で加入
促進の経費はどれか。
吉本課長　決算書で委託料の
74 万 5,740 円がパソコン教室
開設の委託料等を含んでいる。
　また、キャンペーン関係の
経費もある。
田上議員　パソコン教室の中
でどんな加入促進をやってい
るのか。
吉本課長　利用者に実際に
使ってパソコンの楽しさを体
験してもらっている。
田上議員　パソコン教室で



キャンペーンの案内もやって
いるか。
吉本課長　確認して回答する。
田上議員　今年パソコン教室
に変わって、タブレット教室
が実施されたが、そこではど
ういう加入促進をやったか。
吉本課長　タブレット教室は
８月の末に実施したがまだそ
の結果については聞いていな
い。
田上議員　私も参加したが、

初心者の方にもわかりやすく
いい教室だったと思う。今後
も続けてほしい。最後に業者
の方がＢＢＩＱに入ってくだ
さいと言われたが、もっと積
極的に言ってもらっても良い
と思う。
福永議員　情報通信特別会計
について、表向きは黒字だが、
10 年後に機器の取替等が発
生するので、隠れ赤字がある
ことを認識してほしい。減価

償却を含んだ企業会計となれ
ば赤字である。そのための積
立基金も必要となる。
吉本課長　今の経営形態を続
けていけばそのようになる。
そういうことも含めて今後の
課題として検討していく。
福永議員　黒字だ、赤字だと
表面的な議論でははなく企業
会計で試算してみる等今後検
討してほしい。

繰越欠損金の発生原因は何か

マイナンバーは受取拒否ができる

26 年度御船町水道事業会計
歳入歳出決算について

中城議員　水道事業損益計算
書で、繰越欠損金が 6,249 万
あるが、発生原因は何か。
古閑環境保全課長　以前の資
料をみないとわからないので、
調査して回答する。
中城議員　26 年度で 3,600 万

も利益を上げているのに、なぜ
累損があるか疑問に思う。
　26 年度の利益率からみると
27年度の繰越損失2,600万は当
然消えると判断してよいか。
古閑課長　今年度と同じレベ
ルの収益が発生すれば、当然
この額は消える。
中城議員　27 年度は次期繰
越利益が 1,000 万近く出るの

を期待している。
　次に貸借対照表でみると類
損はあるが自己資本比率が
55％と、会社でいうなら優良
会社である。今後もユーザー
のニーズに応えた設備更改等
安定供給、サービス向上に努
めていただきたい。

御船町個人情報保護条例の一
部を改正する条例の制定

マイナンバー受取拒否できる
福永議員　マイナンバーに関
する状況は。
福本課長　住民票を有するす
べての方に通知カードを送付
する。その後、希望者に個人
番号カードを配布予定。
福永議員　番号自体は漏洩す
るものだという前提のもと努
めて欲しい。
田上議員　マイナンバーは拒

否できると聞いたが。
福本課長　通知カードは３年
間拒否することができる。こ
れは国の施策なので通知を拒
否しても執行される。
岩永議員　拒否とはどういう
ことか。
福本課長　個人が受け取りを
拒否ということ。
清水議員　ナンバー制になっ
て漏洩する可能性は絶対ない
と保証できるか。
福本課長　現段階で国の情報
が何も来ていないので、漏洩

には十二分に対応していくと
しか言えない。
池田議員　メリット・デメ
リットは何か。
宮崎課長　メリットは、住民
サービスが行き届く。デメリッ
トは情報漏洩が危惧される。
福本課長　国から来年の１月
から施行されるのか、来年の
６月から施行されるのかが、
まだ情報が何も来ていない。
池田議員　情報がまだ来てい
ないのを採決するのは難しい。
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給食センター設計費を含む一般会計補正予算等が賛成多数で可決された。

給食センターは町民グラウンド駐車場に決定

27 年度御船町一般会計補正
予算（第５号）

給食センター建設地決定
沖議員　給食センターは何を
一番強調して運営するのか。
米満課長　建設地は、15 候補
地の中から町民グラウンドの
敷地を選んだ。理由は町有地
であり、用地買収の必要がな
い。農振区域外である。造成
費用もあまりかからない。学
校との距離も近い。
田上議員　給食センター建設
により駐車場が少なくなる。
将来駐車場不足が想定される
なら、今のうちに近隣の用地
も買収しますと、宣言してお
いた方がよいのではないか。
米満課長　グラウンドゴルフ
場を利用できるので駐車場は
問題ない。
田端議員　給食センターの稼
働が始まるのはいつか。
米満課長　29 年 4 月の稼働を
目指している。

田端議員　約 6 億 5 千万円の
投資をしなければならない。
県・国の指導を仰ぎ、補助金
については精力的に町長にも
動いていただきたい。
藤木町長　最少の経費を最大
の成果につなげるように努力
していく。ハード事業、ソフ
ト事業ともに進めていく。
田端議員　今後の公共施設の
あり方と運営はどのように考
えているか。
藤木町長　将来的に公設民営
を考えている。
岩田議員　七滝中央小の古い
給食室は解体しないのか。
米満課長　屋外トイレと併設
なのでトイレを造った後に、
撤去作業に移る。

保育園の運営費
沖議員　新制度により私立保
育園での運営費はどう変わっ
たのか。
坂本課長　27 年度からは国
庫負担金として交付される。

沖議員　安心して子どもを預
けられる保育園にして欲しい。

災害復旧対応が遅い
沖議員　道路 18 件、河川５件
の復旧が出ているが、今交通
止めや片側通行になっている
個所はあるか。
松岡課長　一部交通止めに
なっている箇所がある。
沖議員　対応が遅いのはなぜ
か。
松岡課長　災害復旧は、国の
国庫補助を受けて対応する復
旧事業がほとんどであり、災
害査定が行われる。災害査定
まで時間がかかる。

嘱託員研修はやるのか
田上議員　嘱託員費用弁償、
研修委託料はなぜ今の補正な
のか。
吉本敏課長　嘱託員研修は未
実施の予定だったが、嘱託員
理事会等から研修の要望が出
てきた。九州管内程度の研修
を今回予定している。

災害対応は充分か
田上議員　台風被害で倒木等
あったが、業者にお願いする
場合は費用負担はしているか。
松岡課長　町から依頼をする
場合は費用負担している。軽
微な被災は、業者の方が自発
的にやっている場合もある。
田上議員　災害時援護支援シ
ステムの活用はどうなってい
るか。
道山課長　避難行動要支援者
名簿は、不完全だが、福祉課給食センター建設地となった町民グラウンド駐車場



と総務課地域防災係は LAN
でつながっており把握はでき
ている。
　今回の台風のときは、要支
援者を管轄している社会福祉
係、介護保険係と地域包括支
援センターで声掛けを行って、
安否確認を行った。システム
はまだ完璧ではないので特別
利用には至っていない。
田上議員　今年は大雨、台風
と３回の避難勧告が出た。町
からの連絡はどの団体、施設
へ行ったか。
吉本敏課長　総務課からは、
各嘱託員へ、最終的には職員
が手分けをして嘱託員へ連絡
をした。
田上議員　全部取りまとめる
のが総務課ではないのか。ど
こへ連絡するという整理はで
きているのか。
吉本敏課長　避難準備情報か
ら避難勧告は、Ｊ－アラート
による携帯を利用した一斉周
知をやっている。最終的には
85 嘱託区の嘱託員に、我々職
員が手分けをして「今避難勧
告を出しております」と、電
話連絡をしている。
田上議員　Ｊ－アラートと嘱
託員への連絡でよいのか。避
難援護支援システムも含めた
マニュアルの整備が必要では
ないのか。
藤木町長　町民の生命と財産
を守る上では、必要なところ
である。ハード面、ソフト面
を今後考えていきたい。
田上議員　メールシステムで
の周知を増やすためにどうい
うことを考えていくのか。
吉本敏課長　人的な要素では、
難しいので、防災行政無線等
の機械設備を伴った周知が、
今後やはり必要。

風倒木・竹の処理はどうする
田中議員　台風被害により風
倒木の廃木がでたが、処分方
法が懸念される。例えば田ん
ぼとか空き地に持っていって、
風倒木、処理材を燃やすこと
はできるのか。
吉本敏課長　田んぼや畑で燃
やすことができるのは、耕作
者が一定の耕作管理をしてい
く上で必要な部分については
認められている。公然と燃や
すのは厳しい。
田中議員　今は竹とか、木材
を簡単にチップに処理するよ
うな機械がある。補助事業に
のせて御船町にも１基、２基
購入し、それを使えば風倒木
を燃やさずに再利用ができる。
そういう機械の導入の考えは
ないのか。
藤木町長　竹の問題、木の問
題、大変なことになっている。
解決するには地域の皆さんの
力や民間業者も必要だ。民間の
力、バイア－が必要であり売り
先も必要だ。今後、竹山再生、
竹の問題に対してコーディ
ネーターとなり、公でできるこ
と、そして民でできることを考
えて対応していきたい。

田中議員　毎年毎年タケノコ
は１年で伸び、道路の障害物
にもなる。美化作業をやれば
残滓が出てくる。そういう処
理の仕方を、行政側が把握し
て考えて欲しい。行政側は機
械を導入しながら、いろんな
地域の中で機械の使い方をし
ながら処理していくことを考
えてはどうかということだ。
中城議員　火力発電所で鋸屑
が不足していて、竹のチップ
を代わりに使用するため、御
船町の業者が、そのような機
械を使って、竹林を伐採して
チップにした。見学した感想
はどうだったか。
藤木町長　民間で起こしたと
ころなので、町としてできる限
りの支援はしていきたい。あく
までもコーディネーターとい
う役割を果たしていきたい。
中城議員　林業振興費はどう
いう基準で交付をされるのか。
松永課長　回覧等で、整備さ
れる人があればということで
募集をかけたところ、１件の
申請があった。県の事業にな
るので、来年も事業があれば、
募集を行う。

竹の伐採粉砕状況
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地籍調査の進捗状況は
岩田議員　地籍調査は今どう
なっているか。
松永課長　地籍調査は、昨年
が小坂まで終わった。今年は
滝川、今城の村中と牛ヶ瀬１
区、２区と、音大の近所まで
行う。
岩田議員　清和、蘇陽は 90％
終わっている。特に山間は今
やっておかないと、境界立会
いも難しくなってくる。早め

の実施をお願いしたい。
総合戦略はどうする
岩永議員　里山整備や竹林整
備の観点は、町の活性化に絶
対必要だ。この視点はきちん
と入っているのか。
藤本課長　先般、住民、金融
機関等の皆様と総合戦略の推
進委員会を開催した。そのとき
に、里山整備、竹林の活用の意
見も出た。何らかの形で、戦略
のプランの中には盛り込む。

岩永議員　具体的な総合戦略
版を作って、提出するのは大
事だが、その先を見越した総
合戦略版づくりが必要ではな
いか。
藤本課長　町の実情に合った
計画、他にはない計画で、国
に提案をしていく。ありきた
りのプラン、事業では一蹴さ
れるかと思うのでオリジナル
な御船町の実情に合ったプラ
ンとしていきたい。

27年度御船町情報通信基盤施
設運営事業特別会計補正予算

加入促進対策としてパソコン
教室、タブレット教室
田上議員　キャンペーンの予
算と実績は何人か。
吉本敏課長　キャンペーンの
実績は具体的な数字は覚えて
いない。平成 27 年度において
工 事 す る 部 分 が 30 件 程 度
だった。当初の見込みは、
私は確認していない。全
体で約 70 件程度の接続
を見込んでいる。
田上議員　加入促進が一
つの目的としてあるが今
年度は何をやるのか。
吉本敏課長　パソコンの
研修等予定している。
田上議員　決算で、総務
課長は赤字ではないと答
えた、町長は危機的状況
があると。町長は加入促
進では何をやるのか。
藤木町長　今課長が説明
したとおり。
田上議員　パソコン教室、

タブレット教室で何人を募集
して、何をやるのか。
吉本敏課長　どちらも 11 月
にインターネットのパソコン
教室、それから年賀状作成の
パソコン教室を予定している。
どちらとも 10 名程度の募集
だ。今後の加入促進について
は、広報紙の広報みふねと、
ホームページによる加入促進
の広報活動を行っていく。

田上議員　10 名程度のパソ
コン教室、これで加入促進と
言えるのか。今後はそのあた
りも考慮しながら計画を立て
てもらいたい。

加入促進対策は何をやるのか

タブレット教室
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御船町教育委員の任命について

校区制を審議案件として見直す
田中議員　今回、教育委員で
あった方が１期で終了だが町
長はどのような考えでこの選
任を行うのか。
藤木町長　今、小坂校区と高
木校区に分かれている。その
２つをまとめて１人の教育委
員を指名している。私として
は、１期ずつ分かれたほうが
いいとの私の最終判断で、今
回高木地区から選任した。
田中議員　今後は１期ずつ３
年ずつで、それぞれに小坂小

学校区と高木小学校区の中か
ら交代交代教育委員が出られ
るのか、その辺を確実に答弁
をして欲しい。
藤木町長　私としては、小坂
校区と高木校区とあり、１期
ずつの交代が良いとの判断だ。
田上議員　今、町長の答弁に
校区という考えで人選したと
あったが、各校区ごとに誰が
教育委員か。
吉本敏課長　私は校区の割り
振りは知らない。法律の改正
に伴い、教育長は特別職扱い
になった。その他の委員では、
4 人がそれぞれの校区の教育

辺田見玉虫線の改修工事は採択

委員となる。
田上議員　木倉校区は出てこ
なかったがどう考えるのか。
米満課長　山都町は校区制を
廃止している。今後は、御船
町も新教育長制度になり、校
区制度にするのか否かを次回
の教育委員会の審議案件とす
る。
岩永議員　校区制とは、条例
とか規定とかがあるのか。
米満課長　慣例で行われてき
た。
岩永議員　周知徹底してもら
わないと、非常に誤解を招く
部分もある。

町道「辺田見玉虫線の改修工
事」の請願

改修工事を採択
塚本産業厚生常任委員長　
下辺田見区の町道辺田見玉虫
線の改修工事について、資料
の説明を受け、現地の確認を
行った。
　用水路管理、用地買収問題
及び取付道路の改修等の課題
を踏まえ、執行部による現地
調査並びに関係者との協議・
検討の上、事業を進めたほう
がよいと思われる。事業は、国

の交付金事業または町単独事
業となるのか、調査検討をす
る必要がある。
　以上の意見を踏まえ、地元
地域及び水
利組合等の
意見を考慮
し、執行部
において改
修事業に伴
う詳細な調
査 を 行 い、
事業推進を
図る必要が
あることを

確認した。よって、請願につ
いては、全員一致により採決
とすることを委員会で決めた。

教育委員の任命は校区制廃止を審議案件とする

下辺田見地区の街並みを視察する産業厚生常任委員会
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福永議員　学校教育の現状を
どのように認識し、どのよう
な方向性ですすめるのか。

本田教育長　近年の少子高齢
化、高度情報化、国際化など
の進展など、社会情勢の変化
に伴う課題、また、子どもた
ちの学ぶ意欲や学力・体力の
低下、規範意識の低下や正義
感・倫理観などの欠如等の課
題も指摘されている。
　こうした課題克服のために、
教育機関、行政、町民が一体
となった取り組みを積極的に
推進し、夢と希望に満ちた笑
顔溢れる「教育の町みふね」
を実現するために、町の将来
を切り拓く、創造性豊かな人
材の育成に努めていく。

福永議員　社会教育に関して
は、どのような認識の下、ど
のような方向性ですすめるの
か。

本田教育長　町民の自主的な

学習の場の提供と、
芸術・文化活動等、
町民のニーズに応
じた事業に取り組
み、歴史・文化環
境の整備では、御
船町の先人たちが
築いた歴史や文化
を伝承し、地域に
残る歴史や文化遺産を継承し
ながら、新たに文化を創造し、
後世に引き継いでいく人材育
成及び環境整備に努める。
　また、文化・芸術、町並み、
地域の歴史等を地域資源とし
て戦略的に活用し、地域の特
色に応じた優れた取組を展開
することで交流人口の増加や
移住に繋げるなど、地方創生
戦略策定の中でも、しっかり
検討を行っていく。

福永議員　教育を語るときい
つも現実問題として立ちはだ
かるのが、財政の壁である。し
かし、教育及び文化に対する
投資は財政面からも、社会的

にも大変有利で重要であると
いうことは疑うことが出来な
いのではないか。町長の教育
に関する考えはどうか。

藤木町長　教育、芸術、文化
の重要性、必要性は十分認識
している。厳しい財政ではあ
るが、覚悟を持って進める。

福永議員　火葬場が老朽化に
より廃止され、当面、他町の
火葬場を利用する事となって
いる。どのような経緯でこの
ような利用方法になったのか、
また将来的にはどのように考
えているのか。

古閑課長　火葬場については、
経費節減や事務処理の効率化
などの観点から、以前より焼
却場、汚水処理等と共に上益
城５か町及び西原村を含め、
広域的な枠組みで建替えの検
討を行う方向で進んでいる。
他町への委託は 10 年契約と
なっており、その後の建設や
候補地等に関しては未定であ
る。

一
　
般
　
質
　
問

覚悟を持って進める。A
教育、芸術、文化の振興を。Q
福永　啓 議員

子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

廃止された火葬場



緊急経済対策及び都市再生整
備事業の内容と成果は何か。
藤木町長　国の緊急経済対策
に伴い、25 億 8,501 万３千円
の事業を実施した。
田上議員　地元への経済効果
は。
藤本企画課長　経済効果を第
一の目標に実施したわけでは
ない。行政課題を解決するた
めに取り組んだ。法人町民税
には効果が上がっている。
田上議員　総事業費の財源は。
藤本課長　国の交付金５億
8,829 万９千円。県の補助金
7,655 万６千円。地方債８億
4,440 万円、受益者負担金 600
万円、元気臨時交付金９億
8,938万4千円、一般財源7,687
万 4 千円。
田上議員　地方債８億 4,440
万円は後に、交付金として
返ってくるのか。
藤本課長　交付税は基準財政
需要額と基準財政収入額の差
になっている。基準財政需要
額を計算するときに、８億
4,440 万円の返済金を計算に
入れる。

元気臨時交付金はどの事業に
申請したのか。
藤本課長　都市再生整備計画
事業、道路ストック総点検、公
共施設安全ストック事業、高
木保育園の耐震の改修事業、
町道改良事業、すべて元気臨
時交付金で賄っているのが、
積載車の購入事業、町長車の

購入事業、青パトの購入事業、
道路改良事業 14 路線、カル
チャーセンターの大規模改修
事業、スポーツセンターの大
規模改修事業、小坂、高木、滝
尾の大規模改修事業。恐竜博
物館の備品購入事業、低公害
車購入事業、教育施設の遊具
設置事業、最後に御船中のエ
アコンの整備事業が主なもの。
田上議員　このような事業が
できた背景は何か。
藤本課長　かねてから住民の
皆様の要望を整理し優先順位
を付けていたおかげである。
それが今回一気にできた。
田上議員　事業のデメリット
は。
藤本課長　恐竜博物館、観光
交流センター、街なかギャラ
リー、ふれあい広場などの維
持管理費用が発生する。

完成した後に大きなモニュメ
ントができたがなぜか。
松岡建設課長　計画としても
ともとあったもの。

恐竜博物館の運営はどのよう
に考えていくのか。
本田教育長　今回の特別展の
成果を検証して考えていく。
田上議員　来場者の滞在時間

を延ばすためにはどうするの
か。
本田教育長　教育委員会だけ
では解決できない。各課と相
談しながら模索する。
田上議員　物産館もなく特産
品を売る場所もない。駐車場
も少ないと住民の方の声があ
るが。
藤木町長　早急に対応してい
きたい。

恐竜博物館を核として左岸へ
どうやって人を誘導するか。
野口課長　観光協会、商工会、
行政の三者の連携を保って回
遊させ経済効果を高める。９
月末に三者の会議を予定して
いる。

子育てふれあい館の利用者は
なぜ増えたか。
坂本こども未来課長　場所が
保健センター、恐竜博物館、観
光交流センターの横になり、
交通の便が良くなった点。子
育てサポートセンター事業を
追加して、小学３年生までを
対象にしたのがあげられる。

箱物の活用に対して商工業関
連団体から提案があったと聞
いているが内容はなにか。
松岡課長　御船川の左岸の商
店街、マイン周辺の活性化に
対して恐竜を目玉にした町づ
くり、そういう方向性につい
て提案があったと認識をして
いる。

観光協会・商工会・行政で連携して考える。A

一
　
般
　
質
　
問

Q恐竜博物館を核とした町づくりを誰が考える。

田上　忍 議員
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羽毛恐竜展の入館数は
総務文教常任委員長 池田浩二

委員会報
告

　９月 11 日に開いた。
　藤本企画財政課長より、の
んびり村について、８月末に
5.2ha の伐採、植林申請がでて
いる。伐採はクヌギ他、植林
はさくら、もみじ、かえでの
申請である。
　恐竜博物館について、社会
教育課長より羽毛恐竜展（７
月 18 日～９月６日）51 日間
についての収支は 12 月議会
で報告予定である。来館者は、
土日で 2,000 名程度、平日で
500 名～ 1,000 名程度で９月
７日までの来館者は56,139人
であり、モンゴル展より割合
的には多かった。
　26 年度歳入１億４千万円、
内訳は、9,700 万円　観覧収
入、3,000 万円　常設展、5,000
万円特別展、1,600 万円　グッ
ズ売上（２割利益）。恐竜博物
館の経費は年間 4,000 万円必
要である。24 年度 3,500 万円
赤字　25 年度 4,500 万円赤字　

26 年度 3,800 万円赤字である。
　アンケートでは、ファミ
リーレストランの要望がある
との報告を受けた。

○委員の意見として
• 駐車場の苦情がでている。
• 今後研修、イベントの予定
はないか。

• 商工会等の連携の必要があ
るのではないか。

• 年次計画が必要ではないか。

• ＣＭ、コマーシャル費はど
  のようになっているのか。
吉本社会教育課長より、今回
の実行委員会は KKT、よみう
り、町職員である。
羽毛恐竜展　事業費町 1,650
万 円、 よ み う り 825 万 円、　
KKT825 万円であり、黒字、赤
字でも分配である。CM、コ
マーシャル費は広告費で支出
している。

総務文教常任委員会報告

時間　午後７時～ 午後９時

日　　　付 会　　場 参加議員

11月 8日（日）
カルチャー大会議室 A班

七滝中央小学校体育館 B班

※質問は議会に関するものに限ります。ご了承ください。

※どちらの会場に参加されても構いません。

議会報告会を開催します !!
◦下記の日程にて議会報告会を開催します。報告

会では初となる日曜日の開催です。
◦報告会では、平成 26 年度の議会の取組みや今年

度の活動状況を報告し、参加者の皆さんから議

会に対するご意見を伺います。また、事前の質
問も受け付けます。お気軽に議会事務局にお問
い合わせ下さい。

　みなさまのご参加をお待ちしております。



７月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

日 曜日 内　　　容 対象
人員

田
端

森
田

岩
永

中
城

福
永

田
上

藤
川

池
田

清
水

塚
本

田
中 沖 岩

田
井
本

3 金
地方創生調査特別委員会 7 ○ ○ ○ ○ ─ ─ ○ ─ ○ ─ ─ ○ ─ ─

広報編集特別委員会 6 ─ ○ ○ ○ ─ ○ ─ ─ ○ ─ ─ ─ ○ ─

8 水
広報編集特別委員会（視察研修） 6 ─ ○ ○ ○ ─ ○ ─ ─ ○ ─ ─ ─ ○ ─

議会運営委員会（視察受入） 5 ○ ─ ─ ─ ○ ─ ─ ○ ○ ○ ─ ─ ─ ─

9 木 広報編集特別委員会（視察研修） 6 ─ ○ ○ ○ ─ ○ ─ ─ ○ ─ ─ ─ ○ ─

10 金

全員協議会 14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

広報編集特別委員会 6 ─ ○ ○ ○ ─ ○ ─ ─ ○ ─ ─ ─ ○ ─

議会改革推進特別委員会 6 ─ ─ ─ ─ ○ ─ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ─ ─

14 火 総務文教常任委員会（視察受入） 6 ─ ○ ─ ○ ─ ─ ○ ○ ○ ─ ○ ─ ─ ─

17 金
本会議（７月会議） 14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

産業厚生常任委員会 6 ─ ─ ○ ─ ○ ○ ─ ─ ─ × ─ ○ ○ ─

22 水 産業厚生常任委員会（視察受入） 6 ─ ─ ○ ─ ○ ○ ─ ─ ─ × ─ ○ ○ ─

24 金 総務文教常任委員会 6 ─ ○ ─ ○ ─ ─ ○ ○ ○ ─ ○ ─ ─ ─

31 金 議会運営委員会 5 ○ ─ ─ ─ ○ ─ ─ ○ ○ × ─ ─ ─ ─

８月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

日 曜日 内　　　容 対象
人員

田
端

森
田

岩
永

中
城

福
永

田
上

藤
川

池
田

清
水

塚
本

田
中 沖 岩

田
井
本

3 月
九州自動車道建設促進沿線議会協議会決起大会 14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

広報編集特別委員会 6 ─ ○ ○ ○ ─ ○ ─ ─ ○ ─ ─ ─ ○ ─

5 水 地方創生調査特別委員会 7 ○ ○ ○ ○ ─ ─ ○ ─ ○ ─ ─ ○ ─ ─

6 木 地方創生調査特別委員会 7 ○ ○ ○ ○ ─ ─ ○ ─ ○ ─ ─ ○ ─ ─

10 月
全員協議会 14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

広報編集特別委員会 6 ─ ○ ○ ○ ─ ○ ─ ─ ○ ─ ─ ─ ○ ─

13 木

本会議（８月会議） 14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

産業厚生常任委員会 6 ─ ─ ○ ─ ○ ○ ─ ─ ─ ○ ─ ○ ○ ─

広報編集特別委員会 6 ─ ○ ○ ○ ─ ○ ─ ─ ○ ─ ─ ─ ○ ─

18 火 地方創生調査特別委員会 7 ○ ○ ○ ○ ─ ─ ○ ─ ○ ─ ─ ○ ─ ─

19 水 地方創生調査特別委員会 7 ○ ○ ○ ○ ─ ─ ○ ─ ○ ─ ─ ○ ─ ─

20 木 新議員研修会 3 ─ ○ ○ ○ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

21 金
総務文教常任委員会 6 ─ ○ ─ ○ ─ ─ ○ ○ ○ ─ ○ ─ ─ ─

地方創生調査特別委員会 7 ○ ○ ○ ○ ─ ─ ○ ─ ○ ─ ─ ○ ─ ─

26 水 議会運営委員会 5 ○ ─ ─ ─ ○ ─ ─ ○ ○ ○ ─ ─ ─ ─

27 木 議会改革推進特別委員会 6 ─ ─ ─ ─ ○ ─ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ─ ─

９月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

日 曜日 内　　　容 対象
人員

田
端

森
田

岩
永

中
城

福
永

田
上

藤
川

池
田

清
水

塚
本

田
中 沖 岩

田
井
本

1 火 産業厚生常任委員会 6 ─ ─ ○ ─ ○ ○ ─ ─ ─ ○ ─ ○ ○ ─

4 金 広報編集特別委員会 6 ─ ○ ○ ○ ─ ○ ─ ─ ○ ─ ─ ─ ○ ─

7 月
地方創生調査特別委員会 7 ○ ○ ○ ○ ─ ─ ○ ─ ○ ─ ─ ○ ─ ─

全員協議会 14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 木

本会議（９月会議） 14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産業厚生常任委員会 6 ─ ─ ○ ─ ○ ○ ─ ─ ─ ○ ─ ○ ○ ─

広報編集特別委員会 6 ─ ○ ○ ○ ─ ○ ─ ─ ○ ─ ─ ─ ○ ─

14 月
本会議（９月会議） 14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

広報編集特別委員会 6 ─ ○ ○ ○ ─ ○ ─ ─ ○ ─ ─ ─ ○ ─

15 火 本会議（９月会議） 14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 水 本会議（９月会議） 14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 木 本会議（９月会議） 14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 木

地方創生調査特別委員会 7 ○ ○ ○ ○ ─ ─ ○ ─ ○ ─ ─ ○ ─ ─

議会運営委員会 5 ○ ─ ─ ─ ○ ─ ─ ○ ○ ○ ─ ─ ─ ─

議会改革推進特別委員会 6 ─ ─ ─ ─ ○ ─ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ─ ─

○（出席）　　×（欠席）　　─（員外）

議会及び各委員会の出欠表
※正副議長はオブザーバーとして、必要な場合、各委員会に出席しています。
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編

集

後

記

　

９
月
21
日
、
七
滝
中
央
小
学
校
の
大
運

動
会
が
あ
っ
た
。
こ
の
日
は
、
天
気
も
よ

く
、
多
く
の
参
加
者
で
こ
れ
ま
で
に
な
い

賑
わ
い
だ
っ
た
。御
船
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
（
か
ぞ
く
と
、
な
か
ま
と
、
ふ

る
さ
と
と
）
と
、
そ
し
て
「
自
分
た
ち
で
、

や
る
気
を
出
し
合
い
、
教
え
合
い
、
み
ん

な
の
い
い
と
こ
ろ
を
増
や
す
楽
し
い
運
動

会
」
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
運
動
会
だ
っ
た
。

運
動
場
は
、
青
々
と
し
た
芝
が
生
え
、
児

童
は
、
朝
か
ら
赤
白
に
分
か
れ
、
応
援
合

戦
か
ら
、
か
け
っ
こ
、
ダ
ン
ス
、
団
体
競

技
、
老
人
会
、
消
防
団
、
来
賓
、
地
区
対

抗
つ
な
ひ
き
、
全
員
参
加
の
○
×
ク
イ
ズ
、

御
船
音
頭
な
ど
の
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

地
域
住
民
と
共
に
、
思
い
出
に
残
る
運
動

会
に
な
っ
た
。

　

本
校
は
、
町
内
で
た
だ
一
校
の
小
規
模

特
認
校
と
な
り
、
町
内
ど
こ
か
ら
で
も
通

学
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
校
区
外
か
ら
も
数
名
の
児
童
が
通

学
し
、
昨
年
か
ら
は
、
袴
野
小
学
校
の
閉

校
に
と
も
な
い
浅
間
地
区
か
ら
も
通
学
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
27
年
度
は
、
少
し

ず
つ
増
え
、
83
名
と
な
っ
た
。
今
後
も
地

域
を
挙
げ
て
運
動
会
、
各
行
事
に
参
加
し

て
い
き
た
い
。

岩
田
重
成

吹野
平山順一 さん

ひと

かがやく

　　　
議会の予定11月

3日	 甲佐町合併60周年記念式典

4日	 視察受入（北海道栗山町）

4～5日	 総務文教常任委員会視察研修	
	 （鹿児島県薩摩町、姶良市）

6日	 全員協議会

	 上益城郡町村議会議員研修

8日	 議会報告会

11日	 全国議長大会

12～13日	 上益城郡議長会視察研修

14日	 上益城地域植樹祭

16～18日	 議員研修

	 （埼玉県三芳町、茨城県利根町）

19日	 議会運営委員会（予定）

20日	 議会広報クリニック

22～24日	 県議長会視察研修

25日	 全員協議会（予定）

26日	 議会運営委員会（予定）

27日	 議会（予定）

発
行
責
任
者	

 

井
本　

昭
光

委　

員　

長	
 

田
上　

忍

副 

委 

員 

長	
 

岩
永　

宏
介

委　
　
　

員	
 

岩
田　

重
成

委　
　
　

員	
 

清
水　

圣

委　
　
　

員	
 

中
城　

峯
䧺

委　
　
　

員	
 

森
田　
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若者の夢実現に向けて
　

現
在
、
私
は
御
船
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
働
い
て
い
ま
す
。
御
船
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、
男
女
含
め
て
、

１
０
０
名
の
方
が
仕
事
に
従
事
さ
れ
て
い

ま
す
。
最
高
齢
者
は
、
86
歳
で
平
均
年

齢
は
71
歳
、
主
な
仕
事
は
、
草
刈
、
草

取
り
、
剪
定
等
色
々
な
仕
事
を
し
て
、
お

客
様
よ
り
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。仕

事
を
す
る
こ
と
で
体
力
、
知
力
、
気
力
の

衰
え
を
予
防
し
、
健
康
維
持
と
医
療
費

の
抑
制
に
も
寄
与
し
、
生
き
が
い
の
充

実
、
福
祉
の
増
進
を
図
り
地
域
社
会
づ

く
り
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

御
船
町
は
、熊
本
県
の
中
央
部
に
あ
た

り
、
交
通
の
要
所
で
も
あ
って
、
昔
か
ら

上
益
城
地
方
の
政
治
、経
済
、文
化
の
中

心
地
で
、県
下
屈
指
の
醸
造
の
町
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
町
が
大
好
き
で
す
。た

だ
、
現
在
で
は
、
上
益
城
の
中
心
と
い
え

る
だ
ろ
う
か
、
い
さ
さ
か
疑
問
を
呈
し
ま

す
。

　

御
船
町
の
良
い
と
こ
ろ
は
な
ん
で
す
か

と
問
わ
れ
た
時
、
町
民
の
皆
さ
ん
は
な
ん

と
答
え
ら
れ
ま
す
か
？　

例
え
ば
、一例

と
し
て
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
水
が
お
い

し
い
と一
般
的
な
回
答
を
さ
れ
る
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
大
事
な
こ
と
で
す

が
、
町
の
活
力
と
し
て
捉
え
た
ら
、
や
は

り
、ブ
ラ
ン
ド
力
が
大
き
な
鍵
を
握
って
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
い
町
政
が
誕
生
し
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
、
5
年
、
10
年
先
を
見
据
え
た
町

政
を
描
き
御
船
町
に
往
ん
で
よ
か
っ
た
こ

れ
か
ら
先
も
住
ん
で
、
二
代
、
三
代
と
そ

の
た
め
に
は
、
町
民
の
所
得
を
向
上
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
企
業
誘
致

を
積
極
的
に
推
し
進
め
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を

向
上
す
る
た
め
に
、若
者
が
働
く
場
所
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
若
者
が
集
ま
り
、
町

の
活
力
が
よ
み
が
え
り
、
ま
た
、
そ
れ
に

伴
い
、
教
育
、
文
化
、
農
業
も
活
性
化

す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

往
年
の
御
船
町
を
取
戻
し
、
上
益
城

の
雄
と
な
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
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